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Summary Since 1991, Sophia University Angkor International Mission has been carried out

human resource development project in Cambodia, with the philosophy of the words

“the preservation and restoration of the sites of Cambodia should be carried out by

the Cambodians, for Cambodians.” The purpose of the project is to promote human

resource development activities for the people living around Angkor area at grass

roots level.

First of all, people living in the vicinity of the Angkor monuments will become aware

of the need for their preservation and protection, and they on their own will form

organizations to carry out these “Awareness Activities for Cultural Heritage

Education”. We intend to promote these activities in consultation with the local

authorities, and our ultimate goal is to create an organization or program where they

will carry out this job by Cambodian experts.

1) For these Awareness Activities, we conducted site-visiting education program for

local students guided by Cambodian experts (Architects and Archaeologists), and

printed versions of “Junior Guide 1/2” and “Teachers’ Guide” in the Cambodian

language.

2) In order that such Awareness Activities may be adopted within the school

curriculum, a performance record of a few years would be necessary.

１．研究の目的及び背景

＜なぜ今文化遺産教育が必要なのか？＞

カンボジア王国にあるアンコール遺跡群は 1992 年、長年の内戦期間を経て、世界遺産に登録

された。その後、国際協力による遺跡の保存修復事業が着々と実施され、建築史、考古学など

各分野の調査・研究も進み、国際協力体制の後押しもあり、カンボジア人専門家・実務家が着

実に育成されてきた。

一方、文化遺産の継続的な維持・保存活動には地域住民の理解と協力が必要不可欠であるが、

地元の住民に対する文化財等の啓蒙教育活動についてはなおざりにされてきた。地域住民に対

する文化財の保全監視や盗掘防止、文化遺産教育、歴史アイデンティティ教育など、広い意味

での文化遺産に対する啓蒙活動は、これまでに体系的なカリキュラムがなく、現地カンボジア

政府やユネスコ等の国際機関や、各国の遺跡修復チームからも提案されることはなかった。

アジア人材養成研究センターでは、「カンボジア人による、カンボジアのための、カンボジア

の遺跡保存修復」を基本方針とし、これまでに遺跡を守る保存官・石工・作業員などの人材育

成を行ってきた。この事業により、現在は多くの人材が育ち、彼らの多くはカンボジアの文化

行政の第一線で活躍している。遺跡保存分野の人材が育ち、「カンボジア人専門家による文化遺

産教育」活動を行う基盤を着実に整えてきたと言える。この文化遺産教育活動は、アジア人材

養成研究センターが行ってきた人材養成活動の総括と位置付けられる。



２．研究の方法・内容

＜文化遺産教育「アジア文化遺産啓蒙教育プログラム」の開始＞

アジア人材養成研究センターでは、1990 年代から考古学発掘調査の際に、地域住民に対して

現場説明会を開催し、周辺住民との情報共有に努めてきた。そこで本格的な文化遺産教育プロ

グラムとして、アンコール地域の小学校（ゾーン 1・2 の 5 地区 Angkor Thom, Banteay Srei, Puok,

Prasat Bakong, Siemreap の 49 校、総在籍生徒数 19395 名。データはカンボジア教育省シェム

リアプ教育局 2009 年）を対象に、シェムリアプ州教育局及びアンコール地域整備保全機構と協

力し、「遺跡見学会」を実施した。

＜遺跡見学会のフレームワーク＞

①考古学発掘調査の様子を実際に見ながら、学んでもらう。

②考古学・建築学の現場研修を受けるカンボジア人大学生らが、カンボジアの文化遺産の重

要性や保存の意義をカンボジアの小学生たちに伝えていく。

③小学校教員も参加し、引率の仕方を学び、今後教員が遺跡見学を引率出来るようになる。

本プログラムでは対象を小学生、中でも 5・6 年生に絞った教育プログラムを実施した。カン

ボジアの初等教育では、5 年時の社会科でアンコール王朝について初めて学ぶが、実際の遺跡

を学びの場として訪れる機会がないため、知識の定着や遺跡の近くで育まれてきたローカルな

文化と遺跡との関連性が乏しいままである。

また初等教育における文化遺産啓蒙教育の有効性の一つは、農村部での進学率の低さである。

アンコール地域でも初等教育から中等・高等教育への進学率は低く、初等教育を終えて家業を

手伝うものや、働き始める子どもたちも多くいる。それゆえ、貴重な教育の機会である初等教

育の段階で、ある程度のアンコール遺跡や文化遺産保護の重要性についての知識を得ることが、

結果的に継続的な遺跡保存のためには重要であるといえる。

３．研究の成果

＜カンボジア人専門家による文化遺産教育を目指して＞

1 年目にあたる啓蒙教育活動では、実際の考古学発掘現場と博物館を訪れる遺跡見学会の枠

組みを利用、さらに 2 年目の 2011 年度では、カンボジア語によるジュニアガイドの作成や教員

向けの解説図書等も作成した。続く 3 年目ではプログラムの充実と関係各所への活動を広く周

知させることを目指し、カンボジア政府教育省の関係者もプログラムに招聘し、引率教員の養

成に努めカンボジア人自身による文化遺産の教育啓蒙活動が行えるような体制づくりを視野に

入れ活動を展開した。3 年間の「遺跡見学会」への参加実績は、対象小学校 17 校、カンボジア

人生徒 1391 名、カンボジア人引率教員 101 名、日本人学生・教職員 71 名である。

小学生に対する啓蒙教育が効果的だった一方、課題となったのは、教員の指導力の向上であ

る。カンボジア人教員向けの研修機会も充実させ、カンボジア人によるカンボジア人に対する、

カンボジアの文化遺産教育の実現を目指したい。今後は「文化遺産啓蒙教育プログラム」をカ

ンボジアの初等教育カリキュラムに取り入れるように働きかけ、長期的かつ継続的に遺跡を保

護する人材を広く育てるプログラムとするように展開していく。


